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数学において，問題を解決するときには，次のつの段階があります。

	問題を理解する
	
	計画を立てる
	
	計画を実行する
	
	振り返ってみる



初めて見る問題で「計画を立てる」ときには，定理や公式のような知識だけではなく，数学的思考法も必要です。
ここでは，数学に関連する次のような数学的思考法を紹介します。

	図を用いて考える
数学において，特に図形の問題では，問題文で与えられた条件を図にすることで，問題の状況や求めるものが見やすくなります。



	[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-Adv-234-01.png]対称性
数学だけでなく，日常の様々な場面にひそんでいる美しい性質ですが，この対称性を利用すると，問題の本質を見抜いたり，労力を大幅に減らすことができます。




	背理法
数学で学んだ背理法は，数学だけでなく，日常生活でもよく用いられる論法です。
命題が成り立たないと仮定してみて，矛盾がないか確かめます。



	[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-Adv-234-02.png]見方を変える
見方を変えると同じものでも違ったように見えることがあります。
数学においても，全体のうちのという考え方に着目するか，でない考え方に着目するかによって，解決が難しくなったり，簡単になったりすることがあります。



	動かす・固定する
図形やグラフを動かして，よく観察することはとても大切です。これができると問題の状況が具体的にイメージできるようになります。 (
数学II-Advanced-005
)
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)動かす・固定する

本の棒があり，その長さをとします。
[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-Adv-235-01.png]本の棒を端点どうしでつなげるとき，本の棒がつながった点を連結点と呼びます。連結点では棒は自由に回転することができます。また，連結点ではない方の端点を自由点と呼びます。
右の図のように，ととをつなげ，との連結点をとの連結点をとします。また，の自由点をの自由点をとします。
このとき，を固定して，とを動かしたときの点の動く範囲について考えてみよう。
まず，との両方を固定して，を動かすと，はを中心に半径の円をえがきます。
続いて，を動かすと，はを中心に半径の円をえがきます。
以上より，点の動く範囲は，下の図の斜線部分になります。
[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-Adv-235-02.png] (
数学II-Advanced-005
)








との距離が最小になるとき，の位置はどうなるか考えてみよう。
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ページの例では，不等式
　　……①
の表す領域について扱っています。
例では，絶対値による場合分けを用いて領域を図示していますが，対称性を利用して，次のように求めることもできます。
①のをで置き換えても，もとの式と変わりません。すなわち，①の表す図形を軸に関して対称移動するともとの図形と同じ図形になりますから，①の表す図形は軸に関して対称な図形であることがわかります。同様に，①のをで置き換えても，もとの式と変わりませんから，①の表す図形は軸に関して対称な図形であることがわかります。
したがって，①の表す図形は，軸に関しても軸に関しても対称な図形です。
のとき，①は　　　　……②
となり，②の表す領域は，左下の図の斜線部分になります。
この図形を軸に関して対称移動し，さらに軸に関して対称移動した図形が求める領域となります。
したがって，求める領域は，右下の図の斜線部分となります。ただし，境界線は含みません。
[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-Adv-236-01.png]
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)図を用いて考える

三角関数の加法定理を右の図を用いて証明してみよう。
[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-Adv-237-01.png]右の図において，，
ですから

　　……①
また，四角形が長方形になるように点を定めると，ですから
　　……②
さらに，ですから
　　……③
同様に　　　　……④
①，③，④を②に代入すると，次の式が成り立ちます。

また　　　　……⑤
ですから　　　　……⑥
さらに　　　……⑦
　　……⑧
⑤，⑦，⑧を⑥に代入すると，次の式が成り立ちます。


次の等式が成り立つことを示すには，どのような図を用いるとよいでしょうか。ただし，は鋭角で，とします。
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)背理法

やなどの対数の多くは無理数です。これらの数が無理数であることは，背理法を用いて証明することができます。
ここでは，が無理数であることを背理法を用いて証明してみよう。
が有理数であると仮定します。
ここで

ですから，は以外の共通な約数をもたないつの自然数を用いて
　　……①
と表すことができます。
①の両辺にを掛けて


すなわち
　　……②
ここで，は自然数ですから，②の右辺はの倍数になります。
一方，②の左辺はの倍数ではありません。
よって，②は成り立ちません。
これは矛盾します。
ゆえに，は無理数です。

が無理数であることを証明してみよう。
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)見方を変える

直線上の点を原点を中心としてだけ回転させた点について考えてみよう。
[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-Adv-239-01.png]，動径が軸の正の向きとなす角をとします。
このとき
　　……①
また，，動径が軸の正の向きとなす角はですから
 
ここで，ページで学んだ加法定理と①より


したがって，の座標は　　
これは，直線上の点です。
このことから，直線上の任意の点を原点を中心としてだけ回転させた点の集合は直線になると考えることができます。

直線上の点を原点を中心としてだけ回転させた点を求めてみよう。
[bookmark: _GoBack]
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